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はじめに

近年、人物や物体の動きを検出する手法は多様化し、そ

の領域は、さまざまな分野に広がりを見せておりますが、い

まだ発展途上と言えます。そこでアジア航測では、

Intelligent Style 株式会社およびクロスセンシング株式会社

との三者の共同研究として、動画やセンサより、ヒト（人物）・

モノ（物体）コト（状態）の計測技術の開発からセンシング・

イノベーションに取組んでいます。

本稿では、①固定カメラの撮影映像から多数の人物をAI

で高精度に検出・トラッキングし人物の軌跡情報を取得す

る、②人物に装着したウェアラブルデバイスにより取得した

情報から人物の状態推定を行う、という2つの技術とその

利活用について紹介します。

映像を活用した人物トラッキング技術の開発

共同研究では、映像からAI により高精度に多数の人物を

検出し個々の人物のトラッキングを可能とする「成長型アノ

テーション・トラッキングシステム」を開発しています。本シ

ステムでは、映像上のトラッキング結果を射影変換すること

により、平面上での人物の軌跡データとして出力することが

できます（図1）。また、同じフィールドを異なる視点から撮

影した複数の映像の時刻同期を行い、それぞれの映像から

人物をトラッキングすることも可能です。

本技術は、オクルージョン（遮蔽）に頑健であることが

特長となっています。たとえばサッカーのようなフィールドス

ポーツを対象とした場合、カメラの映像では人物が映像上

で重なってしまうことがしばしばありますが、開発した技術

により、オクルージョンが生じても同じ人物を高精度に追跡

可能となっています（図 2）。（特願 2021-161728「対象物

追跡装置」ほか）

また「成長型」という名の通り、人物検出精度を半自動

的に向上させていく仕組みも備えており、新たな場面で一か

ら人物検出のAIモデルを構築する際に、大幅に手間を削減

することが可能です（図 3）。（特願 2021-161727「対象物

検出装置」）

これまでは人物のトラッキングに主眼を置いていましたが、

現在、スポーツにおけるボール追跡など、物体のトラッキン

グについても技術開発を進めています。
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図1　開発中のトラッキングシステム

図2　オクルージョンに頑健なトラッキング

図3　成長する人物検出AIモデル
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ヒト・モノ・コト推定技術の利活用

本技術は、まずスポーツでの利活用をターゲットとして開

発しました。人物トラッキングと状態推定の情報は、サッカー

やラグビーといったフィールドスポーツの練習や試合の分析・

戦略構築・トレーニング立案等に役立ちます（図 5）。本技

術は高価で大規模な専用システムが不要で、汎用カメラや

リーズナブルなウェアラブルデバイスにより必要な情報取得

が可能であることが強みです。

また本技術は、スポーツ以外の分野でも様々な利活用が

考えられます。図 6は、アジア航測のオフィス内にて人物ト

ラッキングした例です。複数の人を同定可能なため、動線に

応じたレイアウト検討やセキュリティ対策への活用が期待で

きます。このように、GNSSが不可視な箇所で高精度に人

物の位置や軌跡を特定することを強みとしたソリューション

を提供することが可能です。

本技術の建設現場への適用も検討中です。図 7は、の

り枠工現場にて、のり面への吹付作業者をカメラ映像にて

トラッキングし、同時に作業者が装着した xG-1取得の波

形情報と比較したイメージです。動画と波形情報の組合せ

により、人物の動きと対になる波形情報の取得が実現し、

ヒヤリハットの特定、健康管理、熟練作業者の技術伝承へ

の活用等が期待されます。

ウェアラブルデバイス情報を活用した人物の状態推定

共同研究では、アジア航測で開発した 9 軸ウェアラブル

デバイス「xG-1（ジーワン）」で取得される人物の動きの波

形データから、数理統計モデルと深層学習を用いた人物の

状態推定システムを開発しています。例えば、ウェアラブル

デバイスを装着した人物が「転倒」「ジャンプ」した瞬間の

時刻を検出することが可能です。

おわりに

固定カメラの撮影映像から多数の人物を高精度にAIで検

出しトラッキングする技術、人物に装着したウェアラブルデ

バイスにより取得した情報から状態推定を行う技術、この

2つの技術の組合せから、GNSSに依存せずヒト・モノ・

コトの推定を可能とします。

本研究内容はスポーツ分野に留まらず、社会インフラから

エンターテインメントまで適用可能であり、分野横断型の革

新的技術と言えます。今後は更なる解析精度の向上と処理

高速化、クラウド化など統合管理基盤の整備を行い、様々

な分野への適用と市場拡大を目指します。 

図4　ウェアラブルデバイスによる人物の状態推定

図5　スポーツ現場でのヒト・モノ・コト推定技術

図6　人物トラッキング例（アジア航測 オフィス内）

図7　建設現場でのヒト・モノ・コト推定技術の応用
（現場提供：日特建設株式会社）
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